
災害から命を守る市民の誓い
３月11日に釡石市防災市民憲章を制定します

　東日本大震災の教訓を生かし、二度と同じ悲劇を繰り返さないために、釡石市防災市民憲章を東日本大震災の
発災同一日である平成31年３月11日に制定します。
　防災市民憲章は、あらゆる災害から未来の命を守るための市民の誓いです。そして、釡石に生きる次の世代を
支えるものであり、未来の市民に届けるメッセージでもあります。
　市は、この防災市民憲章を市民生活に浸透させるための取り組みを進めていきますので、未来の命を守るため
の教訓として市民の皆さんも暮らしの中で生かしていきましょう。

■釡石市防災市民憲章が制定されるまで
平成23年４月～ 東日本大震災検証報告書の作成

検証委員会を設置し、防災・減災となる教訓をまとめるための検証作業を進め、６編の検証報告書を作成
しました

平成28年11月 教訓集を市内全戸に配布
検証成果を基に、市民向けの「教訓集」「証言・記録集」を取りまとめ、教訓集の全戸配布と併せて、防
災市民憲章の基本的な考え方に関する意見募集を行いました
意見集約のための取り組み
教訓集の配布に併せて、防災関係者の研修会、出前講座、防災カフェ、ワークショップ（以下、ＷＳ）を
開催し、児童生徒、保健・医療・福祉・介護事業者、消防団員などから防災市民憲章に関して出された意
見を取りまとめました

平成30年２月～ 釡石市防災市民憲章制定市民会議の設立
震災の教訓を後世に伝え、未来の命を守るため、市民有志により、防災市民憲章の制定を目的とした「釡
石市防災市民憲章制定市民会議」が２月８日に設立されました
「災害から、未来の命を守るＷＳ」の開催
市民会議は、憲章の制定に市民が関わり、今後、憲章を活用した防災の担い手として活躍することを期待
し、憲章に盛り込むべき内容を考えるＷＳを全９会場で開催しました
また、鵜住居小学校の高学年児童（写真右）、釡石東中学校の生徒によるＷＳも開催しました

平成30年４月 「みんなでつくろう防災市民憲章フォーラム～災害から命を守る市民の誓い～」の開催
市民会議が主催となり、「防災市民憲章」のあり方や役割りなどについて考え、教訓を語り継ぐことの大
切さを確認するためのフォーラムを開催しました

平成30年６月 釡石市防災市民憲章草案の完成
市民会議は、防災市民憲章に盛り込みたい内容などについて議論を重ね、草案を取りまとめて市長への提
言を行いました

平成30年７月～ パブリックコメントの実施
市は、提言された草案を憲章案とし、広報やホームページなどを通じて意見を募集。市民から出された意
見を取り入れ、文案を一部修正しました

平成30年９月 釡石市議会９月定例会において制定議案が可決
平成30年12月 「釡石市防災市民憲章フォーラム～釡石市防災市民憲章を市民に広げていくために～」の開催（写真左）

市民会議が主催となり、防災市民憲章をどう生かしていくかをテーマとしたフォーラムを開催しました

平成31年３月11日 釡石市防災市民憲章の制定
釡石祈りのパークに「釡石市防災市民憲章」を刻んだモニュメントを設置します

解説　憲章文は、タイトル・前文・本文・結文で構成されています。
（本文）
「命を守る」ための重要な教訓について、災害前（備える）、災害時（逃げる・戻らない）、災害後（語り継ぐ）の
４つの項目に取りまとめています。

　「備える」　避難を可能とするのは、日ごろの訓練であり、その大切さを「からだ」で理解すること
　「逃げる」　避難を繰り返す大切さ、自分の素早い率先避難が、周りの避難を促すこと
　「戻らない」お互いに避難の仕方を確認しておくなど、家族の信頼関係を築き行動すること
　「語り継ぐ」これらの行動を実践し続け、「当たり前」となる災害文化を創ること
（結文）
　 　これまでの度重なる災害などを乗り越えてきたように、自然の豊かさを享受しながら、これからも釡石の地で、
共に助け合いながら生きる市民の決意を表しています。
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■釡石市防災市民憲章が制定されるまで
平成23年４月～ 東日本大震災検証報告書の作成

検証委員会を設置し、防災・減災となる教訓をまとめるための検証作業を進め、６編の検証報告書を作成
しました

平成28年11月 教訓集を市内全戸に配布
検証成果を基に、市民向けの「教訓集」「証言・記録集」を取りまとめ、教訓集の全戸配布と併せて、防
災市民憲章の基本的な考え方に関する意見募集を行いました
意見集約のための取り組み
教訓集の配布に併せて、防災関係者の研修会、出前講座、防災カフェ、ワークショップ（以下、ＷＳ）を
開催し、児童生徒、保健・医療・福祉・介護事業者、消防団員などから防災市民憲章に関して出された意
見を取りまとめました

平成30年２月～ 釡石市防災市民憲章制定市民会議の設立
震災の教訓を後世に伝え、未来の命を守るため、市民有志により、防災市民憲章の制定を目的とした「釡
石市防災市民憲章制定市民会議」が２月８日に設立されました
「災害から、未来の命を守るＷＳ」の開催
市民会議は、憲章の制定に市民が関わり、今後、憲章を活用した防災の担い手として活躍することを期待
し、憲章に盛り込むべき内容を考えるＷＳを全９会場で開催しました
また、鵜住居小学校の高学年児童（写真右）、釡石東中学校の生徒によるＷＳも開催しました

平成30年４月 「みんなでつくろう防災市民憲章フォーラム～災害から命を守る市民の誓い～」の開催
市民会議が主催となり、「防災市民憲章」のあり方や役割りなどについて考え、教訓を語り継ぐことの大
切さを確認するためのフォーラムを開催しました

平成30年６月 釡石市防災市民憲章草案の完成
市民会議は、防災市民憲章に盛り込みたい内容などについて議論を重ね、草案を取りまとめて市長への提
言を行いました

平成30年７月～ パブリックコメントの実施
市は、提言された草案を憲章案とし、広報やホームページなどを通じて意見を募集。市民から出された意
見を取り入れ、文案を一部修正しました

平成30年９月 釡石市議会９月定例会において制定議案が可決
平成30年12月 「釡石市防災市民憲章フォーラム～釡石市防災市民憲章を市民に広げていくために～」の開催（写真左）

市民会議が主催となり、防災市民憲章をどう生かしていくかをテーマとしたフォーラムを開催しました

平成31年３月11日 釡石市防災市民憲章の制定
釡石祈りのパークに「釡石市防災市民憲章」を刻んだモニュメントを設置します

■ 

釡
石
市
防
災
市
民
憲
章
制
定
市
民
会
議

　
市
は
、
防
災
市
民
憲
章
の
制
定
に
向
け

た
取
り
組
み
や
推
進
体
制
を
具
体
化
す
る

た
め
、
平
成
29
年
12
月
27
日
に
市
内
有
識

者
を
対
象
と
す
る
意
見
交
換
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
釡
石
市
東
日
本
大
震
災
検
証
委

員
や
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
関
連
委
員

な
ど
を
務
め
る
市
民
が
出
席
し
、
防
災
市

民
憲
章
の
制
定
に
必
要
な
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
震
災
の
教
訓
を
後
世
に
伝
え
、

未
来
の
命
を
守
る
た
め
に
防
災
市
民
憲
章

の
制
定
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
市
民
が

主
体
と
な
っ
て
、
市
民
の
総
意
と
し
て
防

災
市
民
憲
章
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
と

し
て
、
平
成
30
年
２
月
に
釡
石
市
防
災
市

民
憲
章
制
定
市
民
会
議
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

【
設
立
趣
意
】

　
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
教

訓
を
生
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え

や
災
害
時
の
行
動
に
つ
い
て
、
自
助
・
共

助
の
精
神
を
促
し
、
全
て
の
市
民
が
主
体

的
・
実
践
的
に
果
た
す
べ
き
「
市
民
の
責

務
」
を
定
め
、
こ
れ
を
後
世
に
継
承
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
人
の
体
験
・
経
験
が
織
り
込
ま

れ
た
教
訓
は
、
自
然
と
共
に
生
き
る
全
て

の
人
々
の
命
を
守
る
「
人
間
の
知
恵
」
と

な
る
は
ず
で
す
。

　
二
度
と
同
じ
悲
劇
を
繰
り
返
す
こ
と
の

な
い
よ
う
、
ま
た
、
釡
石
の
地
で
豊
か
で

安
心
し
た
暮
ら
し
を
続
け
て
い
け
る
よ

う
、
災
害
か
ら
未
来
の
命
を
守
る
た
め
、

市
民
総
意
の
誓
い
と
す
る
「
釡
石
市
防
災

市
民
憲
章
」
の
制
定
が
必
要
で
す
。

釡石市防災市民憲章を記載した
クリアファイルの配布について
　市民の皆さんに釡石市防災市民憲
章を知ってもらうため、憲章文記載
のクリアファイルを作成し、３月中
に各ご家庭に配布します。３月末ま
でにクリアファイルが届かないとき
は、市総合政策課震災検証室にお問
い合わせ下さい。 鵜住居小で開催されたWS昨年12月に開催された釡石市防災市民憲

章フォーラム

問い合わせ　市総合政策課 震災検証室　☎27-８４１３
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